
 

 

 

 令和6年4月25日発行 第75号 
 

           発行人 稲 岡 正 純 

           編集人 広報委員会 

社会福祉法人 浄山会 

 社会福祉法人 浄 山 会 介護老人福祉施設つきかげ苑      【TEL】075（223）1165   【FAX】 075（223）1166 

 京都市上京区寺町通清和院口上ル二丁目北ノ辺町395 - 20                    【URL】 http://jozankai.jp/ 



 

 

 

2 

 

社
会
福
祉
法
人
浄
山
会
介
護
老
人
福
祉
施
設
つ
き
か
げ
苑
は
、
令
和
六
年
八

月
で
満
二
十
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
大
過
な
く
事
業
を
遂
行
で
き
ま
し
た

の
は
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
御
理
解
、
御
支
援
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

令
和
六
年
度
は
介
護
報
酬
改
定
の
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
期
待
外
れ
の
小
幅

ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
リ
ス
ク
も
変
わ
ら

ず
施
設
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
な
か
に
あ
り
ま
す
が
、
人
材

確
保
、
財
政
面
の
健
全
化
、
地
域
と
の
連
携
の
模
索
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
課
題

の
対
応
が
特
に
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
「
経
営
基
盤
の
強
化
」

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
」
「
事
業
経
営
の
透
明
性
の
確
保
」
「
地
域
福

祉
の
推
進
」
こ
の
四
つ
の
方
針
に
注
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
先
ず

は
、
職
員
の
ケ
ア
の
質
の
向
上
、
業
務
に
対
す
る
意
識
の
改
善
に
む
け
て
、
全

て
の
職
員
が
思
い
や
り
を
持
っ
て
入
居
者
と
向
き
合
え
る
育
成
に
取
り
組
む
所

存
で
す
。 

 

「
つ
き
か
げ
苑
」
と
い
う
名
称
は
法
然
上
人
の
歌
で
浄
土
宗
の
宗
歌
と
な
っ

て
い
る
「
つ
き
か
げ
の
い
た
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も
眺
む
る
人
の
心
に
ぞ
す

む
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
法
然
上
人
が
浄
土
宗
を
開
か
れ

八
百
五
十
年
の
節
目
に
当
た
り
又
、
当
苑
開
設
二
十
年
と
い
う
年
で
す
。
も
う

一
度
原
点
に
か
え
り
基
本
理
念
の
「
共
生
（
と
も
い
き
）
」
思
想
に
基
づ
く
、

利
用
者
本
位
の
明
る
く
楽
し
く
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
施
設
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
職
員
一
同
さ
ら
な
る
資
質
の
向
上
に
尽
く
し
て
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
つ
き
か
げ
苑
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
多
く
の
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ご
あ
い
さ
つ 

 

介
護
老
人
福
祉
施
設
つ
き
か
げ
苑 

施
設
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

稲
岡 

正
純 

 

４階 平野  

令和6年3月より就任 
  

学生時代は演劇部、特技は笑顔 

ディズニー映画（特にズートピア）が大

好きです。 

 座右の銘：為せば成る 

最近、ピアノを習い始めました。 

 自分の介護感、直感を磨き向上さ

せていきたいです。 

３階 川島 百恵 

令和5年12月より就任 

 介護福祉士   介護歴１０年 
 

趣味はドライブとラーメン屋巡り良い

お店を教えてください。 

 座右の銘：失敗は成功のもと 

3児のママさん、育児奮闘中!! 

 少しでも多くの笑顔で過ごしてい

ただきたいと思っています。 

※撮影時のみマスクを外しております。 

４階 田中 梨乃 

令和5年3月より就任 

 介護福祉士  介護歴１０年目 
 

吹奏楽部では、ホルンとチューバを吹

いていました。 

 座右の銘：後悔する前に行動 

最近は日本酒にはまってます！ 

 まだまだ未熟者ですが、明るく笑顔

あふれる４階にしたいです。 

 まだお知らせできていなかった 

   三名のユニットリーダーをご紹介いたします。 
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Ⅰ より良い介護の実践 
 

１ 安心できる生活を 
 感染症分類での５類引き下げから１年弱、社会全体ではコロナ禍も終焉を迎えたかの如く社会活動は通常化し日々の生活が取り戻されてい

る一方、医療・介護の分野では決して終焉を迎えてはおらず感染対策の継続は必須であり、この先も感染対策は必要不可欠となる。施設にお

いては、感染対策を講じたうえで、いかにして安心できる質の高い生活を提供できるかを意識した介護を実践する。 
 

２ 豊かな生活が送れるためのケアプラン作成 
 自立支援を行う事はもちろん、入居者の生活の質が向上するようアセスメント・要因解析を行ったうえで、具体的なケアプラン展開に繋げる。 
 

３ 医療的ケアの実施 
 （１）医療的ケアや疾患への理解を深めるよう研修を行い、入居者個々の状態に合わせたケアが行えるよう努める。 

 （２）安定した医療的ケア体制を維持するため、喀痰吸引・緊急時対応・服薬業務等の施設内研修を行い、事故防止に努める。 

 （３）医療的ケアに関する外部研修へ参加し、関連情報や取組事例を収集する。 
 

４ 感染予防医療と衛生管理の充実 
 （１）食中毒の防止と感染症の予防対策について研修を実施し、職員の理解を深め、日頃より各自が衛生管理について意識を高める。 

 （２）感染発生状況を常に把握し早急に対応できる体制と感染予防マニュアルの随時見直しを行う。 

 （３）関連する施設委員会（リスクマネジメント・医療的ケア委員会）において作成の感染予防マニュアルに基づき、指導・協働に努める。 

 （４）各種感染症の予防対策として、施設内の消毒、入居者と職員の体調管理、衛生管理の徹底に努める。 

 （５）感染が確認された場合、感染拡大を最小限にとどめ重症化リスクの高い入居者を守るため、行政指導に基づき適切に対応する。 

 

Ⅱ 看取り介護の充実 
 

１ 尊厳を大切にした看取り介護 
 （１）「最期まで尊厳を持って過ごしていただく」ということを実践を通じて学び、教育・指導の継続をもってより深い理解・スキル向上を目指す。 

 （２）各部署・各職種のスキルアップと共に、多職種間の円滑な連携力を向上させる。 

 （３） 終の棲家としての特別養護老人ホームの社会的責務を果たすべく努力する。 

 （４）職員教育を充実し、関係者が共通した意識でケアが行えるよう努める。また、実践の振り返りを行うことで、看取り介護の対応力を高める。 
 

２ 看取り介護の支援 

 （１）本人・家族の要望に可能な限り添えるよう、個人の尊厳を大切にした温かみのある看取り介護を実践する。 

 （２）感染対策の徹底のもと、入居者とご家族の最期の時間の提供に努める。 

 （３）医師の指示に基づき多職種が連携・協働し、看取り介護の充実を図る。 

 （４）亡くなられた家族へのグリーフケア（喪失感への援助）を行う。 

 

Ⅲ 個人に適した食事の提供 
 

 （１）入居者一人ひとりの嚥下力や咀嚼力を考慮し、必要なエネルギーの算出と適正な食事を提供する。 

 （２）食事形態や食事量については日々の食事の様子を常に観察し、他部署と連携し誤嚥予防に努める。 

 （３）看取り介護においては、個人に合った食事内容や食事の時間も考慮し他部署と連携を取り随時対応していく。 

 

Ⅳ 地域社会とのつながり 
 

 地域内各行事の開催もコロナ禍以前の状況に戻ってきており、社会活動も活発化してきている。地域社会活動への参加復活を果たし、感染

対策の徹底、継続を含め、地域の社会資源としての役割を再度担っていく。また、ボランティアの受け入れについても、コロナ禍以前のように多

くのボランティアに来ていただけるよう関係性の再構築に努める。 

 

Ⅴ 施設サービスの質の向上に向けての取り組み 
 

 施設サービスの質の向上および適正化を図ることを目的として以下の取り組みを実施し、施設サービスに対する客観的な評価を受ける。 

（１）満足度調査の実施（ご入居者・ご家族） （２）第三者評価の受診（第三者機関） 

 

Ⅵ 人材確保・定着に向けての取り組み 
 

職員がゆとりをもって入居者と向き合うことのできる環境づくりのために必要な人材確保に向け、採用活動を継続して行うとともに、定着におい

て必要と考える以下の取り組みを検討・実施する。なお、検討・実施にあたっては、部署間の連携や情報共有の徹底し、具体的な案を収集・記

録して検討していく。 

（１）職員満足度調査の実施 （２）有給休暇の取得促進 （３）時間外勤務の削減 （４）ハラスメント防止のための取組  

（５）介護機器等の導入 （６）外国人材の受け入れ （７）新入職員に対する指導・相談・フォロー・評価体制の見直し・強化 

（８）リーダー層職員の指導力の強化 

 

Ⅶ 災害・感染症への対応力の強化 
 

 災害・感染症が発生した場合であっても、施設サービスを継続的に提供する体制を構築するための以下の取り組みを実施・強化する。 

（１）事業・業務継続計画（ＢＣＰ）の見直し （２）訓練・シミュレーションの実施 （３）備蓄品の確保（非常食・感染対策用品等）  

（４）関連マニュアルの見直し・改訂 

令和６年度 社会福祉法人 浄山会 事業計画 
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  ３ 階 の 職 員 紹 介 
～新年度が始まりました！この春から何かチャレンジしたいことありませんか？～ 

 好きなアーティスト

のライブをたくさん観

に行きたいな！ 

     清水 優子 

 日常の生活で使える

簡単な手話を勉強した

い。  

     福井 典子 

 色々なスイーツを作

り、彼氏に食べてもら

いたいな～！ 

     川山 成沙 

 ジャズを歌い、ピア

ノで弾き語りができる

ようになりたい。      

     藤江 美紀 

 一日一万歩を目指し 

ウォーキングに挑戦し

たい。 

     的場 哲也 

 体力維持のためにジ

ムに通い、身体を鍛え

るぞ！ 

     江口 恵子 

 毎日忙しくなかなか

できなかった読書。本

をたくさん読みたい！ 

     川島 百恵  

  
 ★三階今年の目標★ 
 ご入居者に日々気持ち良く

過ごしてもらえるよう、心安

らぐアットホームな雰囲気作

りを目指したい。そして、笑

顔がたくさん見られるように

職員一同、和気あいあいと楽

しくケアができるよう頑張り

ます。 
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 つ

き
か
げ
苑
理
念 

  
 私

た
ち
は
、
自
立
支
援
・
自
己
決

定
・
生
活
の
継
続
性
・
個
別
性
を

大
切
に
し
ま
す
。 

「
共
生(

と
も
い
き)

」
思
想
に
基

づ
く
、
利
用
者
本
位
の
明
る
く
、

楽
し
く
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
施
設

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

 

 
疥
癬
と
は
？ 

症
状
は
？ 医

務
だ
よ
り 

 

当
苑
に
お
き
ま
し
て
ご
入
居
者
及
び
ご
家
族
か
ら
い
た
だ

く
ご
意
見
は
、
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
当
苑
の
発
展

に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
面
会
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
居
室
で
の
ご
面
会
は
開
始
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
つ
き
か
げ
苑
の
環
境
面
や
職
員
の
接
遇

面
な
ど
色
々
と
お
気
づ
き
の
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
遠
慮
な
く
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
つ
き
か
げ
苑
は
成
長
し
て
い
く

こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
仰
っ
て
下
さ
い
。
ご
要
望
の
受
付
は
つ

き
か
げ
苑
に
所
属
す
る
職
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
頂
い
た
ご
要

望
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
立
案
や
、
各
種
委
員
会
、
フ
ロ
ア
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
真
摯
に
向
き
合
い
、
よ
り
良
い
つ
き
か
げ

苑
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

入
居
者
、
ご
家
族
が
気
軽
に
ご
意
見
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ

け
る
環
境
づ
く
り
に
も
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

頂
戴
し
ま
し
た
ご
要
望
は
右
記
の
記
載
の
よ
う
に
ケ
ア
プ

ラ
ン
へ
の
反
映
や
、
各
種
委
員
会
、
フ
ロ
ア
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
検
討
し
、
ご
入
居
者
の
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
お
申
し
出
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
行
政
機
関
の
要
望
受
付
窓
口
（
市
・
区
・
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
）
及
び
第
三
者
委
員
会
（
地
元
学
区
民

生
委
員
な
ど
）
へ
の
ご
相
談
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

要 

望 

受 

付 
 

当
苑
で
は
一
月
三
十
一
日
、
ご
入
居
者
に
疥
癬
の
感
染
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
で
の
お
知
ら
せ
を
見

ら
れ
て
、
疥
癬
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
原
因
や
症
状
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
の
か
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

疥
癬
は
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
と
い
う
非
常
に
小
さ
な
ダ
ニ
が
、
皮

膚
の
一
番
外
側
の
角
層
内
に
寄
生
す
る
こ
と
で
お
こ
る
皮
膚

疾
患
で
す
。
病
院
や
高
齢
者
施
設
な
ど
で
発
生
し
や
す
く
、

人
か
ら
人
に
う
つ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
疥
癬
に
は
通

常
の
疥
癬
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
疥
癬
の
二
種
類
が
あ
り
対
応
が
異

な
り
ま
す
。
つ
き
か
げ
苑
で
確
認
さ
れ
た
の
は
通
常
の
疥
癬

で
す
。 

 

感
染
し
て
も
す
ぐ
に
は
発
症
せ
ず
、
ひ
と
月
ほ
ど
か
け
て

ダ
ニ
が
増
殖
す
る
こ
と
で
症
状
が
で
ま
す
。 

 

発
症
す
る
と
小
さ
な
赤
い
ぶ
つ
ぶ
つ
が
お
腹
や
胸
に
で
き

た
り
、
疥
癬
ト
ン
ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
細
く
僅
か
に
盛
り
上

が
っ
た
線
状
の
皮
疹
が
で
き
た
り
、
強
い
痒
み
を
伴
い
ま

す
。
こ
の
痒
み
は
夜
間
に
強
く
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

ど
ん
な
治
療
や
対
応
を
す
る
の
？ 

 

治
療
は
、
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
を
や
っ
つ
け
る
塗
り
薬
や
飲
み
薬

を
使
用
し
ま
す
。
治
療
を
開
始
す
る
と
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
の
数
は

激
減
し
、
感
染
力
も
急
速
に
低
下
し
ま
す
。 

 

必
要
な
対
応
と
し
て
、
感
染
者
は
個
室
で
過
ご
し
て
い
た

だ
き
、
身
体
に
直
接
触
れ
る
も
の
は
共
有
し
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
す
。
介
助
時
に
は
、
使
い
捨
て
の
エ
プ
ロ
ン
や
手

袋
を
着
用
し
て
、
使
用
毎
に
破
棄
し
ま
す
。 

 

基
本
的
に
は
空
気
感
染
や
飛
沫
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
今
回
当
苑
で
は
、
感
染
者
以
外
の
面
会
制
限
は
必
要
な

い
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。 

 

編
集
後
記 

 

２
０
２
４
年
問
題
も
合
わ
さ
り
、
社
会
全
体

に
人
手
不
足
が
益
々
深
刻
化
す
る
報
道
が
あ
り

ま
す
。
就
職
不
人
気
の
介
護
業
界
で
は
、
７
割

を
超
す
施
設
が
人
手
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
ご
紹
介
を
し

ま
し
た
が
、
裏
を
返
す
と
離
職
し
た
職
員
が
い

た
わ
け
で
す
。
全
国
的
に
介
護
職
の
離
職
は
勤

続
１
年
未
満
が
４
人
に
１
人
、
３
年
未
満
が
３

人
に
２
人
と
の
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
一
方

で
一
名
の
採
用
に
人
材
紹
介
会
社
に
支
払
う
手

数
料
は
全
国
平
均
で
９
１
．
７
万
円
。
高
額
な

手
数
料
を
支
払
っ
て
も
直
ぐ
に
退
職
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
す
。
何
と
も
は
や
で
す
。 

 

荒
波
の
中
で
の
つ
き
か
げ
苑
２
０
周
年
。
心

新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
幕
開
け
で
す
。 


